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第 16回福島県訪問リハビリテーション研修会のご案内 

 

拝啓 

秋涼の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

本研究会は、①訪問リハビリテーション従事者のネットワーク確立の為の基盤作り、②訪問リハビリテー

ションの質の向上を目的とした研修会の開催を活動目的として、理学療法士会、作業療法士会、言語聴覚士

会の3士会共同により平成22年に設立され、毎年研修会を開催しております。 

今年度も下記の通り開催することとなりました。ご多用中とは存じますが、多くの皆様にご参加いただけ

ますようご案内申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

１ 開 催 日： 令和７年１２月１３日（土）１２：５５～１７：１５ 

２ 場  所： ビッグパレットふくしま 中会議室 A （郡山市南 2丁目 52番地） 

３ 内  容： 別紙プログラム参照        

４ 募集人数： 先着 80名 

５ 参加対象： 福島県の言語聴覚士、作業療法士、理学療法士の訪問リハビリテーション従事者および 

訪問リハビリテーションに興味のある会員 

６ 参 加 費： 無料 

７ 申込方法：   

         

上記URLまたは右記QRコードより必要情報を入力し、 

        申し込みをしてください。 

        メールアドレスはお間違えのないようにお願いします。 

        申し込みから７日経っても返信メールが届かない場合は、 

        下記の問い合わせ先にご連絡をお願いします。 

         申し込み締め切り：令和７年１２月１０日(水) 

 

８ そ の 他： 受講された方には修了書を発行いたします。 

９ 各士会ポイントについて 

PT 登録理学療法士更新ポイント 区分２：医療マネジメント ４ポイント 

※研修の最後に、QRコードを提示しますので、事前に PT協会アプリをご準備ください。 

OT 生涯研修基礎ポイント２に該当 ２ポイント 

ST 生涯学習プログラムＢポイント取得 参加ポイントに該当 １ポイント 

以上 

 

＜お問い合わせ先＞ 福島県訪問リハビリテーション研究会   

E-mail： fukushima.houmonreha@gmail.com 

 

https://forms.gle/xeqeyuRTm6NAC6Gs7 
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第１６回福島県訪問リハビリテーション研修会日程およびプログラム 

【日時】令和７年１２月１３日（土）１２：５５～１７：１５  

【場所】ビッグパレットふくしま 中会議室 A 

12:30～ 受付開始 

12:55～ 開会 

13:00～ 

14:00 

【講義】 

AIを活用した業務効率化 

  講師：上青木中央醫院  

社会福祉士 精神保健福祉士 介護支援専門員 情報セキュリティマネジメント 

清水 信貴 氏 

【内容】 

AIの概要や注意点、ツールを知り、訪問リハ業務の効率化を図るために、どのように活用できるの

か学びましょう。 

14:00～

15:00 

【講義】 

 MCSで変わる地域連携のかたち 

～電話・FAXからの脱却と、時間に縛られない情報共有の実際～ 

  講師：介護老人保健施設 泉崎南東北リハビリテーション・ケアセンター 

作業療法士 蛯原 勝也 氏 

【内容】 

訪問リハには欠かせない多職種連携。コミュニケーションツールの活用や、情報共有をスムー

ズにするための取り組みなど、情報共有の実践について学びましょう。 

15:00～ 

15:10 
休憩 

15:10～

17:10 

【講義、グループワーク】 

訪問リハビリテーションにおけるリスク管理 

（１）リスク管理総論  

（２）事例から考えるリスクについて（グループワーク） 

  パネリスト：訪問看護ステーション・エフズ 理学療法士 須藤 康平 氏 

        訪問看護ステーション life   作業療法士 三浦 武 氏 

        いがらし内科外科クリニック  言語聴覚士 伊藤 篤志 氏 

進行：訪問看護ステーション life    作業療法士 田代 勇二 氏  

【内容】 

訪問リハの現場には様々なリスクがあります。セラピスト自身および利用者さんを守るために、事

例を通してどのようなリスクが潜んでいるのか、皆さんで意見交換し、他職種の視点も学びながら

リスクに気づき対応できる力を養いましょう。 

～17:15 閉会 

 


